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   引用文献

                第1革緒  言

 腸管内容ノ化學的性献ハ腸管機能二影響スル所甚大ニシテHan㎜etU〕，岡本氏ω等昌依レ

ハ腸管運動ハOH「ノ増加二体リテ牧縮二傾キH’ノ増加二体リテ弛緩ストナセリー祠嶋氏ω

ハ葡萄糖ノ吸牧ハ「アルカリ性二偏シタルMedjumニテ最モ良好ナル事ヲ報告シMo皿e and

lBe・ginfω，Michaeli・㎜d Da㎡d割・hn旧，Meye・（6j等ハ腸管下部ニテ消化吸。牧二密接ノ闘係アル

酵素作用或ハ細菌ノ護育ハPH濃度二影響スル所甚大ニシテ多クハ「アルカリ性脚二偏スル

ヲ以テ至適度トナセリ．然レ共腸管ノPHハHe11e‘了j民ノ云ヘル姉ク部位二体リ或ハ榮着物

ノ種類二從ヒ叉ハ時間ノ経過二体リテ愛化スル事ハ明カナル所テルモ概シテ胃及十二指腸上

部ニテハ酸性ニシテ室腸ヨリ廻腸二至レハ腸管ノ分泌液其他ノ影響ヲ受ケデ著シク「アルカ

リ性ヲ帯ビルニ至リ小山（”，岡本氏等ハ廻腸末端ニテPH7．2－8．Oナルコトヲ確メタリ．

Steinitz民ハ廻腸ニテ強キ「アルカリ性ヲ帯ベル内容ハ長時間大腸内二停滞スル間二百ど悉ク

吸二枚セラレテ血行二輪途セラレ以テ血中「イオン」ヲ調節シ生命二重大ナル意義アル事ヲ遊ベ

タリ．

 糞便ノPHハSchaudtIg〕二体」レハ5．16－8．斗3ノ間ニアリ，之ヲ共硬度二体ツチ別ツニ軟カキ

モノ八千切pH6・6，硬キモノハ平均pH7．斗3ナリトシ又Ham1皿eter‘10〕八人糞ハ正常ノ場合

ニハ中性叉ハ弱アルカリ性テルモ含水炭素ノ多キ食事ニテハ弱酸性トナリ更二消化トpHノ

關係ハ酸性側ニテハー般二消化不良ナリトナセリ．

 新ノ如ク小腸下部ニテ英内容ノ強午「アルカリ性ナル事ハ酋二小腸ノ消化カラ張華ナラシ

メ違シデ大腸ノ機能ヲモ整調スルノミナラズ茶0H’ハ止ヒ部室於テ多量皇吸牧屯ラル・事ハ

                  【螂】
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叙上ノ文織二体リテ明カナル所ナリ．

 今試二酸或バー「アルカリ」ヲ経口的二役興スル時ハ容易二吸収セラレテ尿中二著明二排泄

セラル・モ糞便ニハ著シギ影響ヲ與ヘズ．総ル二大腸内呈腐敗醗酵ヲ起シ下痢ヲ來ス際ニハ

Schaudt’Hammeter比等ノ云ヘル姉ク其糞便ハ著シク酸性トナリ水分吸収亦不良ナリ．以上

ノ事費ヲ綜合スル時ハ小腸ノ酸、「アルカリ」ノ吸牧及大腸ノ「アルカリ」吸牧ハ首肯シ得ルモ

大腸ノ酸及牧二対シテハ柳カ疑問ナキ能ハズー印チ大腸ハ「アルカリ」ノ吸牧ハ可哀テルモ酸

ノ吸牧ハ不良ナルガ如ク思考シ得ベシ．

 Scheer’川氏ハ下部腸管ノ水素イオン」吸牧ヲ研究ゼンガ爲，牛乳二N・HC1或ハNaHCg・ヲ

加ベテ院腸シ尿中二出ルPHヲ測定シタルニHC1ノ場合ニハ2時間後二PHハ著明二酸性

側二偏シNaHC03ノ場合ニハ4時間後二PHハ著明二「アルカリ性側二偏スル事ヲ認メ叉

Heile氏ハ直腸ヨリ炭酸液ヲ注入シテ直腸！「アルカリ」吸牧ノ大ナルヲ認メ西尾氏舳八大腸

二於ケル「アルカリ」吸牧ハ小腸二毫モ劣ル事ナク且ツ強アルカリ液二対シテハ小腸二比シ却

テ長期二1亘ニリテ其吸牧及抵抗カラ持綾スル事ヲ認メタリ．

 新ノ如ク大腸ノ「アルカリ」吸二枚ノ大テルハ跣二歩タノ研究者二体リテ認メラル・新テルモ

之ヲ酸ノ吸牧ト比較研究セルバ僅カニSchee工氏ノ直腸部二於ケルモノアルノミナルヲ以テ

余ハ酸ト「アルカリ」ノ吸牧ヲ盲腸三テ試ミ共優劣ヲ尿中二出ルPH二依リテ比較セント試ミ

クリ．

                第2章 費験方法

 實騒動物ニハ中等大ノ大ヲ用ヰ之二盲腸蟹ヲ造ルコト先蕃い引第1編二述ペタル厨二合クー致セシメ術

後1週間乃至10日ニテ麗酸モルヒネ」（封駈3％α2㏄〕廠醇ノ許二實験ヲ行ヘリ．注入液トシテハ牛乳二

麗酸，酪酸，炭酸曹達，重炭酸曹達等ヲ混和ツ之ヲ豫メ加湿セル（37．O℃〕生理的食麗水ニテ洗樵シタル

盲腸慶内へ注入シ英後所定ノ時間毎二膀胱内二溜置セル輸尿管カラーテル」コル滴下スル尿ヲ集メ某pH

ヲ測定シ以テ嘗腸二注入セル酸或ハ「アルカリ」ノ吸牧航況ヲ観察シクリ．

 尿ノPHハMc．Ilm1neノ絢躍酸及第2燐酸聾達ノPu町セr脆smgヲ用ヰ之二Congomt，Me岬kot，Lackmus

等ノIndicato・ヲ加ベテPH2・2ヨリ8．O二至ルPHO・2ノ差ヲ有スル！列ノSt㎜d皿・砒s・ngヲ造リー方被験動

物ヨリ課レル尿二上記I掘di・ユtOrノ数滴ヲ滴下シ之ヲWalPOIe－Mich皿e1三竃’s Comp皿耐。・ニテSは・de・d崎sumg

トjニヒ較シテ定メタリ．

              第3章盲腸ノP且吸牧

                 第1節 豫備試験

 PH吸牧ノ状況ヲ観察スルニ當リ健康犬ノ尿ノPHヲ細ル事緊要ナルヲ以テ余ハ常食ニテ

飼養セル22頭ノ犬二就テ共尿ノPHヲ測定セルニ5．7乃至6．3ノ聞皇アリテ平均6－0ナル事ヲ確

メタリ．文盲腸内へ各種ノ酸性或ハ「アルカリ性物質ヲ注入スルニ際シ常二新鮮ナル牛乳二

足等ノ物質ヲ混和シテ注入シタルガ敬二翠二牛乳（1PH6．2）ノ吸牧二体ル尿中pHノ動橋ノ有

無ヲ＝知ル事モ亦必要ナルヲ以テ次ノ實験ヲ行ヘリ．師チ早朝室腹時二盲腸度内へ牛乳20．0cc

ヲ注入シ尿中二出ルPHヲ所定ノ時間毎二校シタルニ第1表呈示スガ如キ成績ヲ得タリ．

                   【仰】
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第1表牛乳吸牧二由ル尿pHノ動揺

爾■F1野」 2時間 2時間 3時間 3時間
4時間 4時間

牛 牛 牛 5時間

i

I ♂ 9．o 5．7 5．7 5．6 5，7 5．7 5．6 5．7 5．8 5，8 5．8 5．8

n ♂ 1Z5 5．8 57 5．7 5．8 5．7 57 5．8 5．8 5．8 5．8 58

皿工 ♂ 11．3 5．8 53 57 5．8 5－7 57 58 5．8 5．8 5月 5．8

 印チ第工表ニテ明カナルガ如ク牛乳ノ吸牧二体ル尿pHノ動揺ハ0．1乃至α2ノ間ニシテ尿

ノ正常pH量ニハ殆ンド影響セサルモノト云フベク從テ牛乳量化ノ酸性叉ハrアルカリ性物

質ヲカロヘテ盲腸ノ吸牧ヲ試ミタル際皇出現スル尿ノ0．2以上ノPHノ消長ハ酸性物質叉ハrア

ルカリ性物質ノ吸一枚畠依ル影響ナリト云ヒ得ル事ヲ確メタリ．

               第2節 H’ノ吸牧

牛乳昌N・HClノ等量ヲ加ベテ混和セルモノ（PH0．6）20．0㏄ヲ盲腸度内へ注入シ共尿中二

出ルPHヲ検セルニ第2表二示スガ如キ結果ヲ得タリ．

    第2表牛乳10cc二N・Hα10ccヲ姉ペタルモノヲ注入セル時ノPHノ吸牧

動物 ぷ 1時間 ・時間r・ ﾎ間1・時間
3時間 4時間1姓 対照 30分 1時間 4時間 5時間 5時間

番號
1 I

牛 牛 牛 牛

I
［♂ 14．21 氏9  一≠n 5．9 5．8 5．6 5．4 5．5 5，8 621 6．2 62 62

II ♂ 11．8 6．1 6．2 6．O 5．7 5．9 59 6．O 6．O a2 6．2 6．1 6．1

I皿 ♂ 11．4 6．2  『U．21 52 5．7 54 55 5．8 6．1 6．1 6．2 6．2 62

雫 均i ω1ω1氏・ 5．7 ・・1 ・・1・・ 6．O ・・1 ・・f・・ 6．2

PH

5．4

5．6

5．3

6．0

6．2

6．4

      ！   ’ 、   、
    一、ク享均＼＼、
   ∠’戸’へ＼。■．＿
＼㌔l！！     、I、一、
二之七〆 ㌧ 』一、、  ’一’．■

          珊三’一二二三三四四五五         照’卜時時時時時時時時時時           分間間問間間藺間間間閥               牛     牛     牛     牢     牛

更二N・HC1ノ量ヲ半減シ・lMl．（牛乳）：N・HCl＝2：1，（PH0．9）ヲ盲腸内へ注入シタル際二尿

中二出ルPHヲ測定セルニ第3表二示スガ如平成績ヲ得タリ．

    第3表牛乳20cc二N由HC11Occヲ加へ共20㏄ヲ注入セル時ノPHノ吸牧

動物
番號

性1ぷ 対照 一30分
  ■P時間11時間  ．牛1  1   1

2時間
2睾町・時間  一 3睾間ト吋掌間1・時間

I ♂ 11．5 62 6．3 6・2 53 6．O 5£ 5．9 6．O 61 6．2 6．2

II ♂ 1O．3 5－8 5．7 5．5 5．4 5，4 55 5．7 58 6．0 aO aO

皿 ♂ 12．5 6．1 59 ㌦7 工7 5．5 5．8 58 61 6．2 6．1 6．1

竿  均 6．O 6り ・・1・・15．9 57 5．6 5．7 611 ω1・・

【幽】
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PH

5．4

5．6

58
6，0

02

則

 ／    ．’     、

 ’            ㌧i   、・’                 ’  ，、       、

！ 碕ゲI＼！ 、、＼⊥二二

蝪  三  一  一  二
照  十  時  酵  時
  分  間  閻  閉
      年

二
時
間’

牛

三  三  四  四  五
時  飾  時  時  時
間  閻  間  間  間
  苧     牛

 以上ノ酸度ノ異レルニツノ場合二就テ其H一吸牧ノ平均値ヲ求メ之ヲ比較スル皇酸度ノ濃

キ場合ニハ注入後30分ヨリH’ノ吸収ヲ認メ注入後2時間乃至2時間牛ニテ最大阪牧童ヲ示

シ此時ノ尿pHハ5．6ニシテ試験液注入前ノ原ノPH平均値6．1ヨリ酸性測二偏スル事0．5ナ

リ、以後漸次二H’ノ吸牧減ジ注入後4時間ニテH一ノ吸牧歓ミ尿ノlPHハ注入前ノ1PH皇復

セルラ認メタリ、酸度ノ稀キ場合（第3表）ニモ酸度濃キ場合ト同様二注入後30分ヨリH’ノ

吸牧ヲ認メ試験液注入後2時間ニテH．ノ最大阪牧童ヲ示シ尿pHハ5－6トナリ注入前ノ尿平均

PHヨリ酸性硬1ト偏スル事O．4ナリ、其後文茨第二H’ノ吸牧童減ジ注入後3時間孚ニテ尿ノ

PHハ注入前ノ状態二役饒セリ．印チ注入セル盤酸ノ濃度二体リH’ノ吸牧開始期ニハ差異ヲ

認メサルモ最大阪牧及吸牧持続時間ハ注入セル盤酸ノ濃度大ナルモノ程大ニシテ濃度稀キ時

                                   N
ハ前者ヨリ劣ル事ヲ認メタリ・更二酪酸ヲ以テHIノ吸牧ヲ試ミクリ・印チM：瓦・CH＝・・CO

            N
OH＝等量・（二PH3・6）及M：瓦・CH3・COOH＝2：1・（PHへ5）等ヲ夫々20・0㏄宛盲腸度内へ注

入シタル昌第4表及第5表二示スガ如キ結果二到達シクリ．

         N
第4表牛乳10・・二面酪酸10ccヲ姉ペタルモノヲ注入セルノ時pHノ吸牧

動物
性 満 対照 30分 ユ時間

11時間

P牛 2時間一 2時間 3時間 3時間
  l  l
E時間

P4撃閻1・時間 5時間
番號 牛 牛 牛

■
一

I ♂ 14．6 6，316．2一 6．2 6．2 6，2 6．3 5．9 5．4 5．9 6．3 6．5 6．4

II ♂ 113631 6．2 6．2 60 5．8 5．8 5．5 56 5．7 59 ＆4 6，4

u工 ♂ n．0 6．1 6．1 6．O 5．9 5，9 5．7 5．3 5．4 5．6 5．7 6．O 6．1

平 均1 6．2 1・・ ω」ω 6．O 5－9 5．8 ・・1・・ 刈・・ 6．3

PH
5，0

52

軸
5．6

58
6．0

帥

帥
6．6

          ノ 2、、、
         一〃｛㍉一、、、
         ’／               、       一・ブ‘・・          、 ＼
    ’’’一戸一’              、・ 、
一一，、一一一’’ A  牢均／    ㌔ x’一＼、
  。当帖！一一一一一一一一，．．．，   、・
oψ               一一1，  ’

        ’｝        ＼＼＿
                  ’、．．一：昇I

劉  三  一  一  こ

脚十時時時  分  間  閲  間
      苧

二
時
閉
牛

三

時
聞

三  四  四  五  五
時  時  時  時  時
間  間  間  間  間
半     牛     牛

【個】
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            N
   第5表牛乳20cc二元酪酸10ccヲカπへ其20ccヲ注入セル時ノPHノ吸牧

動物
性 ぷ■ 対照 30分

1時間・時間1

@ 1牛1

。時間1  ■

2時間 3時間 3時間 4時間 4時間
番鑓 牛 牛 牛 5時間

I ♂ 12．0 5．9 5．9 5，8 57 5．7 5．8 5．8 5．8 5916刀 6．O

n ♂ 軌8 5．8 5．9 5．8 5．7 5．8 5．9 ω1ω 6．1 6月 6．0

皿工 ♂ 11．9 6．O 6．0 5．8 5．6 5，7 5．9 5．9 5．9 6．O
r

6．1 6，1

郎        ’㌔
      ’  “畠、
58 ㌧         ㌔…
昼0一＿一！ ド
6．2

野  三  一  一  二

」！籠十時時時  分  閻  間  間

     牛

’I
`・一・…．一・＾・一・・．．．

  ・、、＿．＿．、、へ㍉ ．■、

二
時
間
牛

三  三  四  四  五
時  時  時  時  時

間間間間脚  牛     牛

  N M：苅・CH・・COOH＝等量・液ヲ注入セル場合ニハ注入後30分ヨリH’ノ吸牧ヲ認メ漸次二

其吸収量尤進シ注入後3時間牛ニテ最大阪牧童ヲ示シPH5．5トナリ注入前ノ尿PHノ平均値

6．2ヨリ酸性測皇偏スル事0．6ナリ．其後ハ比較的急速二Hソ吸収量減ジ注入ヨリ4時間牛乃至

                   N
5時間ニテ注入前ノPH昌復セリ・更二M1冗・CH3・C00H＝2：1ヲ注入シ圧ノ吸牧ヲ観ルニ

注入後30分ヨリH’ノ吸牧ヲ認メ注入後1時間牛乃至2時間ニテ最大阪牧童ヲ示シ試験液注

入前ノ尿pHヨリ酸性腺1ト偏スル事α2ナリ．序デHIノ吸牧ハ衰エ2時間牛ニテ早クモ注入

前ノ尿ノ平均HP値トナリ以後再ビ酸性側二編セサリキ．

               第3節 實験成績概括

 今第2節二於テ遊べタル成績ヲ概括スルニ盲腸二注入セル酸ハ兵種類叉ハ共濃度ノ如何ヲ

間ハズ常二注入シテヨリ約30分前後ノ全ク吸牧ヲ観ザル期間アリ．共役H’ノ吸牧ヲ開始シ

尿中二HIノ増カ日ヲ認ムト離モ注入液ノ酸度二体リ白ラ共間二狽弱アリ．之ヲ尿pHノ酸性
                N
側偏俺ノ度ヲ以テ表ハスナラバM：iO・CH・・COOH：等量液ノ0・6偏俺スルヲ以テ最大トシ

                            N
茨二M：N・HCl＝等量液ノα5・M：N・HCl二・2：11液ノα4・M二：而・CH3・COOH＝2：11波ノ

                          N
α2ノ順位ニアリ・叉旺ノ吸牧持続時間ヨリ観ル時ハM：iO・CHポCOOH＝等量液（4時間
牛）Ml・・H・1一等量液（・時間牛）Ml・・H・1一・：1，液（1時間）M1品・・H。・…H一・：1，

液（2時間）ノ順序ニアリテ偏得度ニテモ亦吸牧持綾ノ時間的開係二於デモ最モH’ノ吸牧

ノ大テルハM：島・・Hl・…H一等量液一シテ弐一M：・・H・1一犠液，M：・・H・』・：1，液

  N
M：瓦CH。・C00H＝2：1，波ノ順序二社リ．之ヲ堕酸ノ場合叉ハ酪酸ノ場合ノミニ就テ観ル

時ハH’ノ吸収ハ注入液ノ酸濃度二比例スルモ各種ノ酸皇就テ総括的二H’ノ吸牧ヲ観ル時ハ

必ズシモ注入液ノH一ノ濃度白比例スルモノニ非ズシテ却テ酪酸ノ如キH’濃度ノ低キ弱酸二

於テ吸牧サレ易キ事ヲ釣レリ．

                  【蜘】’
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 敬二H’ノ吸牧ハ髄駿ノ場合目リモ酷簸ノ場合ニハ著シク容易ナルモノト云フベシ．而シ

テH’ノ吸牧ハ必ズ注入シテヨリー定ノ期間後二始マリ叉同一ナル醸皇テハ其濃度二比例ス

ルモノナレ共叉一方酸ノ種類ヲ異ニスル時ハ必ズシモH一ノ濃度ノミニテ吸牧童ヲ次スルモ

ノニ非ズ．寧日酸ノ性状ノ相違二体ルモノノ姉シ，

               第4節 0H！ノ 吸1牧

 牛乳2α0cc皇一方二く3．Og炭酸曹達ヲ（PH10－5）他方ニハ］、5g（PH9．O）ノ炭酸曹達ヲ混

和シテ盲腸へ注入シOH！ノ吸牧ヲ測定シテ比較観察シタルニ第6表及第7表二示スガ如キ

威縷ヲ得タリ．

第6表牛乳20cc二炎酸ソ｝ダ」3gヲ加ペタル時ノPHノ吸牧

性1＼等間

@1鵠童＼

111時時間1齢 ・t・時1・1・時時間■間半1時間間牛  1  」  1

動物
勤照 30分

4 4時
5；5時時間一間苧  一

6
  ；

U時！7
番號 時間 間半 時間 間半一時間

・時1・間半」時間

I l♂ 工3．3 6．O 6．O 60i5715お一5．8ミ6月 6，2 6．2 6．8  iV．4 7．5 一 ・巾・
 ■6．61

6．1
□6．2

1   一

・9；・・；・・」・・；・・
I

1I l♂ 11．9 5．8 5．8 6．4 6．5 6．6 7・O17・O 6．7 6．6 6．2 6．1－6．0

皿11♂1・1・
 l l    ！621σ2」6・3：66■6石 一   」

6．1 6．1 6，8 6．9 7．3 72 Iτ1 6，5 6．5 6．1 5915．9

苧   均 6．O 6．O ・巾・」丘・1σ小・」・・ 6．5
・・1・・1・・同・・i・・1・・1・・

PH
5．4

5．6

5．8

6－0

6．2

6．4

6，6

6．8

7．0

7．2

7．｛

7．6

・一・
A、， ，／’〉4㍉一・一・・、、、

  ＼・一一、、、 、    ＼・・一・・、            ／1’’！ ’一’㌔

       ＼さ／べよ    、．．．ノ／4／
         叱一■、   、＼   ／ 7／
            ＼＼ぎ＼＼．．．，％×◆

               ＼ 、 一一
                、   』
                 、’’＼

封三一・一二  三三四四五五穴六七七八胴’ト時時時時時略時時時一 梹梹梹梹梹  分 岡 撃 脚 翠 閉 峯 棚 撃 間 嘩 聞 撃 賜 撃 I螂

第7表牛乳20cc二炭酸ソーク」1．5gヲ加ペタル時ノPHノ吸牧

動物1 ＼時間     え    1工対照30分1

@   i時間
畦 ’＼

】時 212時條ﾔ1聞手
3

3時141閻牛1時剛

4時 5 5時 6
番號1

鵠重＼ 閻牛 時間 聞手 時間 間半 時間

■I @一
I ■           一         一     一         一                …        …        I     o

 j一   一     一         一  一 一 」一 ■…

o        1 I 1   ■ 一       」         ■

工  一
?n．2 6，1 6．7－6．7 6．4 6．3’6．3 6．3 6．2－ U．O16．1 6．1 6．O 6．1

II ♂ 11O，5 6．0 62一σ8 6，7 6．6 16．2 6．4 6．4－6．3 1   1 6．0 6．0 6．O

1・・j
皿I ♂i

@’
5．9  ■ω一64 6．6 6，6

1・・  1 1 162」60，59」
5．9 5．9 5．8 5．9

皿     ⊥   1 ■』             山川一  ■1    I 」＿＿＿  ． 一 』      ’   一    一     一    ’

@ 一
…⊥ 』L   凸 ⊥   一      上一  1一一      “

・・1・小小・
■

苧，均・・1σ・ ．鮎師．la5    I 6．3 剛・・ 6．O

【・個I．】



3832 中     田

PH
5，8

11キ＼、〆…ξ、ξ6妻タ篠ブ㍉
66㌧．．㌻、今，フグ’
6．8     、．’’

汕

則  三  一  一  二  ：

月η十時時・時塒1  分  闘  闇  間  間
      苧     孚

ミ三

時・

間

三  四  四 一五  五  六
時   時   時   叫   時   時

間   糊   脚   閉I  間   剛

牛     牛     箏

 師チ3．Ogノ炭酸曹窪ヲ用ヰタル場合二・ハ注入シテヨリ1時間ハ金ク尿pH二蟹化ナク家ノ

1時間帥チ注入ヨリ2時間迄pHハ却テ酸性側二偏スルガ如キモ其度ハ僅カニ0－1≠シテ生

理的動橋ノ範園ヲ出ズ，注入後2時間目ヨリ著明二PHノ「アルカリ性側二偏スルヲ認メ注入

後5時間乃至5時間牛ノ間二〇H’ノ吸牧童最大二達シ注入前ノ尿ノ1～H6・0ヨリ7・2迄二達シ

rアルカリ性側二偏スルコト質ニエ．2ナリ、序デ荷ビ元妖二役蹄シ注入ヨリ7時間牛ニテ注入

前ノPH値トナレリ．而シテ注入シテヨリ最大股牧童二達スルニ5時間ヲ裏セシニ最大阪牧

童ヲ現ハセショリ後塵カニ2時醐ニテ注入前ノPH二復セリー炭酸曹達濃度ヲ半減シテ1・『9

トナンタル際ニハ注入後直テニOHノノ吸牧ヲ認メ注入後1時間乃至1時間牛ノ閥昌最大阪

牧童ヲ認メ注入前ノ尿ノ平均pH値6－0ヨリ6．6トナル．序ヂ極メテ徐々二〇H’ノ吸牧童減退

シ注入ヨリ兄ソ4時間ニテ注入前ノPH二復スルヲ認メタザ

 余ハ更二〇H’ノ吸牧ヲ重炭酸曹達ヲ用ヰテ試ミタルニ第8表及第g表呈示スガ姉ク略々

炭酸音達ノ場合ト同様ナルOH！ノ吸牧状況ヲ認メタリ．

第8表牛乳20cc二重曹3gヲ加ペタル際ノPHノ吸牧

一           “一 一 一   ■    ■    ■     一 庁  一1■一

I ♂ 11．6 6．2 6．4 ！ 6．8
6．8■68 1

6．9 69 6．6 6．7 6．7 6．8 6．6－6．6 6．O 6．5 6．3

 i6－3－6．4

II ♂ 11．O 6．O σ6－6．6 7．O 6．9 7．0 7．O 7．0 a6 6．4■66 6－2 6．o 6．O

肛I ♂ 1＆5 6．3 64－6．6 6，716．8 7，2 ア．1i 6．7 6．9 6£ 6．6
6．5－6．4 一

6，2 6．1 6．1

＾一 一’ …⊥』’…  L－uσ2■6．4 H 671671 1 1 ・・iω ’」⊥簡■■…一@ ■
牢   均 66 7．0 7．O

6．8－6．7 一

65
・・1・・

6．2 6．1

PH
6．O

O．2

6．4

66
6．8

7珊

7．2

＼
 、一

＿．A                  、・4神／
、＼＼       。二6ヘミ．g／〈㌔／

 二＝．．≦；、＼  、ハニこ一一・・’／

     ＼き．γ’く 一．＿．＿．＿．ノ

封三一一＝二三堀十時時時時時  分  閥  間  間  間  欄
      牛     牛

三

時
間
苧

四

時
閥

四五五六六七七時時時時時時時間醐冊間冊I間間弗    苧    牛    苧
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第g表牛乳20cc二重曹L5gヲカロペタル時ノPHノ吸牧
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動物 性1
＼時間＼

対照 30分 1時間 1時間 2時間 2時間 3時間 3時間 4時固 4時間 5時間 5時国
香號 露童＼ 牛 牛 牛 孚 牟

一I δ 12，1 5．8 5．8  一U・4≡6－4 62≡ 6．1 6．2 61 σO 5£ 5．7 ㌫8

II ♂ 9占 5．8 5．8 59 ＆0 6．1 aO 6．0 59 5．9 58 5．8 58

．皿工 ♂ 11．6 6．O 6．1 6．2 6．5

 ia3■

63 6．1 5．9 5－8 58 5．9 5．7

苧 均ト・ 591a2 a3 ・・i・・ 6．1 6．0 5．9 5．8 58 5．8

54
ら6

則
6．0

a2
6．4

66
6．8

、’ A、．’！；≡’系均ノタノ
      十．｝．・v
．．．．．一不  ！｝．’

罫  三  一
蝋  十  時
 1分  間

一   ＝＝

時  時
間  悶
年

二
時
間
牛

三

時
間

三  四  四  亙  五
時  時  町  時  畔
閻  間  瑚  固  糊
牛    牛    弗

 牛乳2皿0㏄二3．0gノ重曹ヲ混和シテ（PH9．4）盲腸へ注入スル時ハ注入後直チ畠0H’ノ

吸牧ヲ認メ注入後2時間牛乃至3時間ニテ最大阪牧童ヲ示シ注入前ノ尿平均pH値6．2ヨリ

「アルカリ性側呈偏スル事O．8印チPHア．0トナリ英後漸次二0H’ノ吸牧衰エ注入後6時間孚

乃至7時間ニテ注入前ノ尿pH二復セリー叉重曹量ヲ牛滅シテ1．5gトスル（PH8．3）時ハ1時

間半島テ最大阪牧童ヲ示シ注入前ノ尿ノ平均pH5．9ヨリ6．3トナリO・4ノ「アルカリ性側偏符

ヲ示セリ．以後徐々二〇H’ノ吸牧減ジ注入後4時間ニテ注入前ノPH呈復セリ．

               第5節 實駿威綾概括

 前節畠於テ述ぺタル所ヲ概括スルニ0H’ハ試験液ノ注入後直テニ或ハ比較的早期ヨリ阪

牧ヲ開始シ常皇著明二尿pH／rアルカリ性測煽情ヲ認メ得ベク今英最大阪牧ヲ「アルカリ

性側偏椅ノ度二体リテ序列スルナラバ3，0g炭酸曹達液（5時間乃至5時間牛後畠1．2）3刀g重

曹液（2時間牛乃至3時間後呈O．8）1．5g炭酸曹達液（1時間乃至！時間牛俊二0－6）1．5g重曹

液（1時間牛俊二0．4）ノ順位ニアリ．叉吸牧ノ持続時間ヨリ観ル時ハ3g炭酸曹達液（7時間

牛）3g重曹液（6時間牛乃至7時間）工．5g炭酸暫達液（4時間牛）1．5g重曹液（4時間）ノ順

序トナリ最大阪牧童ノ大サノ順位ト吸牧持綾時間大サノ順位トハ偶然二一致セルラ観タリー

而シテ止ヒ順位ハ叉注入液ノ「アルカリ度ノ順位二一致セルラ以テ観1ノバ「アルカリ性脚二於ケ

ルOH’ノ吸牧ハ共rアルカリ度ノ強キモノ樺OH’ノ吸牧犬ナリト調フベシ・耐シテ「アルカ

リ度彊キ場合室ハPHノ最大阪牧ハ遅ク出現シ英後送カニ吸牧ヲ終ル．之二反シ「アルカリ

度易易キ場合ニハ早クPHノ最大阪牧出現シ後徐々二吸牧ヲ終ルカ如シ。

皿ノ吸牧ハ髄酸，

  第4章 賓験成績総括

酪酸何レノ場合ニテモ注入後30分間ハ尿中旺ノ壇カロラ認メス．序デ30

         【433】



3834              申    四

分ヨリi時間ノ間二初メテ尿中二H．ノ増加セルラ認メタルヲ以テ此時期皇ハ明カ呈盲腸二

於ケル圧ノ吸牧ヲ開始セルモノト云フベシ．

 然ルニ炭酸音達及重曹二体ルOH’吸牧實験二際シテハ炭酸曹達3g波ノ場合及重曹L5g波

ノ場合ノ平均値二於デノミ注入シテヨリ30分間乃至1時間OH’ノ尿中増加ヲ認メズト難モ夫

等各個ノ例二就テ観ル時ハ30分以内二〇H’ノ吸牧認メラル・事多ク他ノ3g重曹液及1．5g炭酸

曹達液ノ場合ニハ各例ニテモ亦平均値ニテモ何レモ30分以内二跣二著明星OH’ノ尿中増加ヲ

認メタルヲ以テ盲腸内ニテモ30分以内二〇H’ノ吸収ヲ開始セラ1／タルモノト云フ事ヲ得ベ

シ，今此結果二基ツキ盲腸ノH’トOH’トノ吸収開始期ヲ観塞スルナラバH・ノ吸牧ハ英濃度或

ハ酸ノ性献ノ如何ヲ間ハズ常二0H！ノ吸牧ヨリモ遅延スルモノト云フ事ヲ得ベシ．

 次二冊トOH’トノ吸牧童二就テ観察セ：・二吸牧童ハ章二酸性側或ハ「アルカリ性測ノ偏

椅度ノミヲ以テスベカラズ．宜シク吸牧ノ持綾時間ヲモ抱括セサルヘカラズ．耐シテ余ハ偏

椅度ノ代表トシテ最大偏僑印チ最大吸技量ヲ以テセリ．

 抑刈・腸下部及大腸始部ノ内容ハHeile，Steinitz，小山，岡本等ノ諸氏モ云ベルガ如ク撮キ

「アルカリ性ヲ帯ビルモノナリ、余モ亦試ミ皇盲腸内へPH6．3ノ生理的食麗水ヲ注入シタル

ニ15分後阜ハ6．7，30分後ニハ7．O，1時間後ニハ7．4以後同様ナルPH値ヲ保持セル事ヲ確カメ

タリ．新ノ如キ「アルカリ度ヲ有スル盲腸二酸性液ヲ注入スル時ハー都ハ盲腸内ニテ中和サ

ル・事アルモ跣二吸牧サレダル圧ノ大都分ハ尿中二排出セラル・ガ敬二尿中二増加セルH’

ハ盲腸二注入セル酸性液二曲來スルモノト見微シ得ベシ．然ルニ「アルカリ性液ヲ注入スル

時ハ盲腸内一三テハ中和サル・事ナキモー旦吸牧サレタルOH’ハSteinヨtz氏ノ云ヘル如ク血中

イオン」ノ調節昌利用セラル・所大ニシテ共鮭分ノモノノミガ始メテ尿中二出現スルモノナ

リ．而シテ今尿中二出現スルH’及OH’ヲ比較スルニHI吸牧ノ場合ニハ銃二前述セルガ如ク

樹照尿ノPHヨリ酸性側二編僑スル事最大値ニテ0．6，O．5，0，4，0．2ノ如クナル昌0H’ノ吸牧

賛験ニテハPHノ「アルカリ性測皇偏椅スル事最大値ニテ1．2，O－8，0．6，α4ナリ．叉吸牧ノ

持続時間ヨリ観ルモ旺吸牧ノ場合昌ハ4時間孚，3時間牛．3時間，2時間等テルニ0H’ノ

場合室ハク時間牛，6時間牛乃至7時間，4時間牛，4時間讐ニテOH’ノ吸牧持綾ハH’ノ

吸牧持綾二比シ逢カニ長シ．

 期ノ如クH一八吸柊ヨリ尿中二排泄セラル・迄二消失スル事少キ皇モ拘ラズ尿中二出現ス

ル量ハ少クOH’ハ吸放後尿中二排泄セラル・迄皇消失スル事大ナルニモ拘ラズ倫尿中二排

泄スル量ノ著シク大ナルヲ観レハ盲腸二於ケル雨着ノ吸牧童二如何二格段ナル相違アルカハ

容易二了解シ得ル所ナリトス．倫H’ニテモ0H’ニテモ共吸牧ノ多寡ハー般的皇ハ注入液ノ酸

度叉く「アルカリ度ノ大小二体ルヲ通几11トスルハ稜上ノ賛験成綾二鑑ミ明カナル所テルモ准

酸ノ場合呈於テハ盤酸ヲ用ヰタル場合ト酪酸ヲ用ヰタル場合トニヨリ稿々趣ヲ異呈ス．印チ

盤酸ノ場合昌ハi mo1溶液ヲ用ヰタルヲ以テ共酸度モ強キニ拘ラズ｝千。molノ酸度ノ彼ヨリハ

篭カニ弱キ酪酸ヲ用ヰタル際二都テH’ノ吸収量ノ大ナルヲ観タリ．サレハH’ノ吸牧ハ酸ノ強

弱ノミナラズ共性扶ノ如何ニモ依ルト云フモノベシ．而シテ余ハ先著「盲腸ノ色素吸牧」昌關

                  【側】



                 盲腸ノ吸腹二就テ                3835

スル臨床的研究ノ條下呈於テ移動性盲腸ノ色素吸牧ノ先進ハ鰺滞セル糞便ノ腐敗醗酵ニョリ

テ生セル低級脂酸殊二酪酸ハ腸管ノ透過性ヲ尤進セシムルガ姉ク論述シクリ．而シテ今盲腸

ノI〕H及牧ノ實験二際シ酪酸ヲ注入セシニ英旺ノ吸牧ハ之ヨリモ逢カニH’ノ濃度ノ大ナル

麗酸ヲ用ヰシ場合ヨリモ更二著シク大ナル吸牧ヲ認メタルヲ以テ観レハ酪酸ハ腸管ノ透過性

ヲ尤進セシムルノミナラズ共H’ヲモ容易二吸牧セシムルモノト云フベシー

               第5章結  論

会ハ絞上ノ實験成績ヨリ次ノ結論二到達シダリー

1）盲腸二酸性物質ヲ注入スル時ハ注入ヨリ少時間後二初メテ吸牧ヲ開始シ大凡4－5時

 間汲牧ヲ持続シテ吸牧ヲ絡ルー

2）盲腸二rアルカリ性物質ヲ注入スル時ハ注入後直テニ0H’ノ吸牧ヲ開始シ4時間年万

 至7時間ノ吸牧持続ヲ観，後吸牧ヲ終ル．

5）酸吸牧二体ルH・ノ尿中増加ハrアルカリ吸牧二体ルOH’ノ尿中増加ヨリ小ナリ・而

 シテ吸牧持続時間ト酸或ハrアルカリ吸牧二体ル尿pHノ偏椅度トヲ綜合シテ考フル時

 ハH．ノ吸牧ヨリOH’ノ吸牧ハ容易ナルモノノ如シー

4）．PHノ吸牧ハ共濃度二比例スルヲ通則トスルモ酸性側ニアリテハ酸ノ種類異ル時ハ必

 ズシモH・ノ濃度二比例スルモノニ井ズ．而シテ盤酸ノH’ヨリモ酪酸ノH’ノ吸牧容易

 テルハ，是等爾酸ノ腸管二対スル作用ノ相違二曲來スルモノノ如シ．
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